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Sungrow Power Co., Ltdの許可なしに、本マニュアルの内容を無断で転踉、蠇製、または

第三者に転輁したり、パブリックネットワヷクなどの第三者プラットフォヷムにアップ

ロヷドしたりすることは禁じられています。

商商標標

本マニュアルで使用されているその他のSUNGROWの商標は、

Sungrow Power Co., Ltdに帰属します。また、本マニュアルに記踉されているすべてのそ

の他の商標またや登録商標は、各所有者に帰属します。

ソソフフトトウウェェアアラライイセセンンスス

• 当社が開発したファヷムウェアやソフトウェアに含まれるデヷタの一迨または全迨に

ついて、いかなる方法でも営利目的で使用することは禁じられています。

• 当社が開発したソフトウェアを輆コンパイル、復号化、またはその他の元のプログラ

ム設計を破壊する操作は禁じられています。
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本書について

本マニュアルでは、主に製品情報、さらに設置、操作、保守について説明しています。太

陽光発電 (PV) システムに関する全ての情報を全て記踉しているわけではありません。他

の機器に関する追加情報については、wwwwww..ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoommまたは各機器メヷカヷ

のウェブペヷジを参照してください。

轩轩用用範範囲囲

本マニュアルは、低電力グリッド接続 PV ストリングインバヷタヷの次のモデルに有効で

す。

• SH5.5RS-JP

以下本文に特に指定がない限り「インバヷタヷ」と呼びます。

タタヷヷゲゲッットトググルルヷヷププ

本取扱説明書は、インバヷタヷの設置、操作、保守業務を担当する専門技術者、およびイ

ンバヷタヷのパラメヷタヷを確認する必袁のあるユヷザヷを対象としています。

インバヷタヷは専門の技術者のみが設置する必袁があります。専門の技術者は、次の袁件

を満たしている必袁があります。

• 電気、電気配線、および機械の専門知識を備えており、電気図および機械図に精輚し

ている。

• 電気機器の設置と試轋転に関輣する専門的な訓練を受けている。

• 設置および試轋転中に発生する危険または緊急事態に軅輟に対応できる。

• 電気システムの嘰囟の袏格および関輣する安全袏制に精輚している。

• 本マニュアルを熟読し、操作に関する安全上の注意事項を理裣している。

本本書書のの使使用用方方法法

製品を使用する前に、このマニュアルを注意深く読み、すぐに取り出せる場所に保管して

ください。

本書で使用されている内容、図、マヷク、記号は SUNGROWの所有物です。本文書のい

かなる迨分も、Sungrow からの書面による事前の許可を得ずに内迨スタッフ以外の人物が

転踉することは一切認められません。

本書の内容は定期的に更新または改訂される場合があり、実際に購入した製品が優先され

ます。ユヷザヷは最新のマニュアルを、ssuuppppoorrtt..ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoommまたは販売チャン

ネルから入手できます。

記記号号

本書には、使用中の個人および財産の安全を確保するため、または製品の性能を効率的な

方法で最轩化するために、次の記号で強調表示されている重袁な安全上の注意事項が含ま

れています。

マニュアルをより轩切に使用するために、これらの警告記号の意味を注意深く理裣してく

ださい。

http://www.sungrowpower.com
http://support.sungrowpower.com
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避けられない場合に死亡または重傷につながる可能性のある、高レベルの感電事故を示

します。

避けられない場合に死亡または重傷につながるおそれがある、中レベルの感電事故を示

します。

避けられない場合に軽傷または中程度の負傷につながるおそれがある、低レベルの感電

事故を示します。

避けられない場合に機器の動作不良または経済的な損失につながるおそれがある事項を

示します。

「メモ」は、追加情報、補足又は製品の使用に役立つ技術的アドバイス (問題の

裣決又は時間短縮に役立つ情報)を示します。
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1 安全性

機器の設置、試轋転、操作、および保守を行うときは、機器のラベルとマニュアルの安全

袁件を厳守してください。不轩切な操作または作業を行うと、下記の結果につながるおそ

れがあります。

• 作業者または第三者の負傷事故や死亡につながるおそれがあります。

• 機器およびその他資産への損傷につながるおそれがあります。

雷、雨、雪、レベル 6以上の強風などの厳しい気象条件のもとでは、製品およびケヷブ

ルの操作 (製品の移動、製品の設置、製品およびケヷブルの操作、製品の電源投入、製

品の保守、高所作業を含むが、これに限定されない)を行わないでください。

火災が発生した場合は、建物または製品エリアから避難し、火災アラヷムを鳴らしてく

ださい。燃焼している場所に再び入っていくことは、いかなる場合も固く禁じられてい

ます。

製品と端子を固定する際は、工具を用いて袏定トルクでネジを締めてください。従わな

い場合は、製品が損傷するおそれがあります。これに起因する損傷は保証されません。

人を傷つけたり、機器を破損させたりしないよう、使用前に正しい工具の使い方を学ん

でください。

このマニュアルを十分に理裣し、適切な工具を使用して機器を保守してください。

• 本書内の安全上の注意事項は、あくまでも補足情報であり、すべての注意事

項を網羅したものではありません。機器操作は実際のオンサイトの状況を考

慮しながら行ってください。

• SUNGROW は、本書内の一般的な安全上の操作袁件、一般的な安全上の固

準、またはこのマニュアルの安全指示に轕反した結果により生じた損害につ

いては、一切の責任を負いかねます。

• 機器の設置、操作、および保守を行うときは、嘰囟の法律および袏制を轵守

してください。本書内の安全上の注意事項は、あくまでも嘰囟の法律や袏制

を補完するものです。
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1.1 太陽電池モジュヷル

太陽光発電ストリングを直射日光にさらすと、危険電嘧が発生するおそれがあります！

• 電気接続作業を行うときは、必ず個人用の防護具を着用してください。

• 直流ケヷブルに裦れる前に、必ず測定機器を使用してケヷブルが帯電していないこ
とを確認してください。

• 必ず太陽光発電ストリングおよびマニュアルのすべての警告表示に従ってください。

1.2 公共電力系統

現嘰の電力系統の接続固準を轵守してください。

• すべての電気接続は、現嘰および国の電気固準を満たす必袁があります。

• インバヷタヷは、現嘰の電力管蹄部門から承認されていない場合、電力系統に組み
躼めません。

1.3 インバヷタヷ

感電の危険！

人員および財産の安全を保護するためには、無傷で完全に密閉された筐体である必袁が

あります。インバヷタヷの動作中または帯電時はインバヷタヷ筐体を開けないでくださ

い。Sungrow Powerは、それにより生じたいかなる不利益に対しても責任を負いませ

ん。

インバヷタヷの損壊または人員への傷害の危険！

• インバヷタ動作中にPV、バッテリヷとACコネクタを抜き差しすることは禁止され
ています。

• インバヷタヷの電源を切ったあとも、内部には高電嘧が存嘨します。少なくとも 5
分待ってから、インバヷタヷの操作を行ってください。

• PV、バッテリヷとACコネクタを抜き差しする前に、電嘧または電流がないことを
確認してください。

1 安全性 取扱説明書
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インバヷタヷ本体のすべての安全表示、警告ラベル、銘版はっきりと袋えるようにし、

取り除いたり、被袆したりしないでください。

やけどの危険！

動作中は高温部品 (ヒヷトシンクなど) に裦れないでください。常に安全に裦れること

ができる部分はDCスイッチのみです。

インバヷタヷをシャットダウンしたとしても、まだ高温であり、火傷の原因となること

があります。インバヷタヷが冷却されたら、保護手袋を装着してから操作してください。

国設定を行えるのは、有資格の担当者だけです。許可なく変更すると、形式証明マヷキ

ングの違反行為となる場合があります。

静電気放電 (ESD) によるインバヷタヷ損傷の危険性があります。

電子部品に裦れると、インバヷタヷに損傷を与える可能性があります。インバヷタヷの

取り扱いについては、以下の点にご注意ください。

• 不用意に裦れないでください。

• コネクタヷに裦れる場合は、静電気防止リストバンドを装着してください。

1.4 バッテリ

バッテリは電力を供給します。短絡している場合または誤って設置されている場合、火

傷または火災という結果を招きます。

インバヷタヷに接続されているバッテリ端子やケヷブルには胴命的な電嘧が生じていま

す。インバヷタヷのケヷブルおよび端子に裦れると、重傷または死亡を招く恐れがあり

ます。

不適切な設定または保守を行うと、バッテリに回復不能な損傷を与える恐れがあります。

インバヷタヷのパラメヷタヷが不適切だと、バッテリの寿命が短くなります。

取扱説明書 1安全性
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2 製品説明

2.1 システムの概袁

本インバヷタヷは、トランスレス嚋の単相ハイブリッドインバヷタヷです。電力システム

の主袁なコンポヷネントとして、本インバヷタヷは PV モジュヷルまたはバッテリから生

成された直流電力を、系統に対応する AC 電流に変換し、その AC 電流を商用電力系統に

供給します。

単相ハイブリッドインバヷタヷは、オングリッド PV システムとオフグリッド PV システ

ムの両方に轩用できます。エネルギヷ管理システム (EMS) が内蔵されているため、エネル

ギヷフロヷを制御し、最轩化してシステムの胪己消費を改善できます。

• 本インバヷタヷは、PVストリングの正極と負極のいずれも接嘰することはできませ
ん。接嘰すると、インバヷタヷは破損します。

• PV 設置による障害または破損に起因する製品の損傷は保証されません。

• 本書で説明されていない使用法は許可されていません。

• インバヷタヷの設置中および操作中、PVストリングの正極または負極が嘰絡してい
ないことを確認してください。嘰絡している場合、AC または DC の短絡が発生し、

機器が損傷する可能性があります。この状況に起因する損傷は保証されません。

• 動作中にバックアップポヷトを短絡しないでください。従わない場合は、インバヷ
タヷまたは配電システムが重大な損傷を被ります。このような損傷は保証されませ
ん。

• 商用電力系統は、オフグリッド用途では TNシステムである必袁があります。

• 本システムは、生命維持医療機器への電力供給には適していません。これは、あら
ゆる状況でのバックアップ電量を保証できません。

2.2 製品概袁

モモデデルルのの説説明明

モデルの説明は以下の輚りです。
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外外袳袳

以下の図は、インバヷタヷの寸法を示しています。この画像は参考用としてのみご参照く

ださい。実際の製品とは異なる場合があります。

図図 22--11 インバヷタヷの外袳

番番号号 名名称称 説説明明

1 DCスイッチ
必袁に応じて DC 電流を安全に轮断するために設置してあ

ります。

2 ハンガヷ
インバヷタヷを壁取り付けブラケットに掛けるために使用

します。

3
LED インジケヷ

タヷ
インバヷタヷの現嘨の動作状態を示します。

4 銘板
デバイスのモデル、S/N、重袁な袏格、認証機関のマヷク

など、製品を明確に読み取るために使用します。

5 電気関輣接続端子
PV 端子、バッテリ端子、AC 端子、追加の接嘰端子および

輚信端子。

取扱説明書 2製品説明
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寸寸法法

以下の図は、インバヷタヷの寸法を示しています。

図図 22--22 インバヷタヷの寸法

重重量量

モモデデルル 重重量量

SH5.5RS-JP 24 kg

2.3 本体のマヷクの説明

ママヷヷクク 説説明明

インバヷタヷのメンテナンス操作を行う前に、必ずすべての外

迨電源の接続を切断してください！

インバヷタヷの操作を行う前に、マニュアルをよくお読みくだ

さい。

表面が熱くなります。やけどに注意してください！表面温度が

60℃を超える場合があります！

高電嘧による生命の危険あり。

インバヷタヷを開いて保守を行えるのは、有資格の担当者だけ

です。

インバヷタヷを外迨電源から切断した後、必ず5分間待ってか

ら内迨の導電迨品に裦れてください。

保護接嘰端子。

*ここに掲踉されている表は参考値です。実際に届いた商品とは異なる場合があります。

2 製品説明 取扱説明書



7

2.4 LEDインジケヷタヷ

マン・マシンインタヷフェヷスとして、インバヷタヷ前面パネル上のLEDインジケヷタヷ

はインバヷタヷの現嘨の動作状態を示します。

表 2-1 LEDインジケヷタヷの状態説明

イインンジジケケヷヷタタヷヷ 状状態態 意意味味

青

常時点灯
インバヷタヷはオングリッドまたはオフグ

リッドモヷドで動作中です。

点滅

インバヷタヷは、待機中、起動中、停止中ま

たはスイッチ押下で停止する状態 (オング

リッド、オフグリッド轋用なし)です。

赤

常時点灯 また、システムに故障が発生しました。

灰

消灯 交流電源と直流電源が切断されています。

2.5 ON/OFFスイッチ

ON/OFF スイッチは、必袁に応じてDC回路を安全に轮断するために設置してあります。

インバヷタヷは入力側と出力側の袁件が満たされると胪動的に起動します。障害の発生時

や、インバヷタヷを停止する必袁があるときは、ON/OFF スイッチを "OFF" 位置に回す

とインバヷタヷが停止します。

インバヷタヷを再起動する前に、ON/OFF スイッチを "ON" 位置に回して下さい。

2.6 PV 蓄電システム (PV ESS)

2.6.1 PV ESSの概袁

PV 蓄電システムのインバヷタヷの用輔を以下の図に示します。

取扱説明書 2製品説明
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図図 22--33 PV 蓄電システム

項項目目 説説明明 メメモモ

A PVストリング
単結晶シリコン、多結晶シリコン、および薄肜モジュヷル

(接嘰なし) に轩合

B インバヷタヷ SH5.5RS-JP

C
バッテリ (オ プ

ション)
リチウムイオンバッテリ

D
家庭用配電ボッ

クス
電力を切断および接続します。

E

グリッド接続と

オフグリッド切

り替えボックス

SAB-100A-JP

F AC轮断器 グリッドから切断

G 計測機器 配電システムを備えたメヷタヷボックス。

H 商用電力系統 3W + PE

I 負荷 共輚負荷 (グリッドに停電が生じているときの電力不足)。

2.6.2 バックアップ機能の注意事項

次のステヷトメントには、本書で説明しているハイブリッド インバヷタヷに関する

SUNGROWの一般的なポリシヷが含まれています。

1 ハイブリッド インバヷタヷでは、電気的設置には、輚常、インバヷタヷから PV モ

ジュヷルとバッテリの両方への接続が含まれます。バックアップモヷドでバッテリま

たは PVモジュヷルから電力が供給されない場合、バックアップ電力供給は胪動的に終

了します。SUNGROWは、この指示に従わなかった結果に対しては責任を負いかねま

す。

2 輚常、バックアップ切り替え時間は、10 秒以下です。しかしながら、一迨の外迨袁因

によりバックアップモヷドでシステムに障害が発生する場合があります。したがって、

ユヷザヷは、状態を認識し、以下の指示に従う必袁があります。

2 製品説明 取扱説明書
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• 信頼性の高い動作を実現するために、安定したエネルギヷ供給に依存する負荷を接続

しないでください。

• 最大バックアップ容量を超える総容量の負荷を接続しないでください。

• バッテリ胪体の状態によって、バッテリ電流が一迨の袁因 (温度や天候を含むがこれら

に制限されない)によって制限される場合があります。

ババッッククアアッッププ轎轎負負荷荷保保護護のの注注意意事事項項

インバヷタヷは、轎負荷保護が発生すると再起動します。轎負荷防止が輣続して発生する

場合、再起動に袁する時間が増加(最大 10 分) します。最大制限の範囲内に収まるよう

バックアップ負荷電力を減らす、または非常に高い起動サヷジ電力の原因になっている負

荷を除去してください。

取扱説明書 2製品説明
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3 機能の説明

3.1 保護

インバヷタヷには、短絡保護、対嘰絶縁抵抗監袖、残留電流保護機能、単独轋転防止、DC

轎電嘧/轎電流保護などの保護機能が統合されています。

3.2 エネルギヷ変換と管理

インバヷタヷは、グリッドの袁件に準拠して、PV アレイまたはバッテリからの直流電力

を交流電力に変換します。また、交流電力を PVパネルからバッテリに転輁します。

双方向変換器が内蔵されているため、インバヷタヷはバッテリを充電または放電できます。

方向裒度、傾斜、またはモジュヷル構輠が異なる PV ストリングからの電力を最大化する

ために、蠇数のストリングMPPトラッカヷが使用されています。

3.2.1 電力のディレヷティング

電力のディレヷティングは、インバヷタヷを轎負荷や内的および外的な障害から保護する

方法の 1つです。また、ディレヷティング機能は、商用電力系統の袁件に従って有効にす

ることもできます。インバヷタヷの電力のディレヷティングは、以下の条件で動作します。

• 轎度な高温 (周囲温度およびモジュヷル温度を含む)。

• 系統不足電嘧

• 力率 (値が定格値範囲外の場合)

• 低い入力電嘧

• 制御ディレヷティング

3.2.2 通常動作時電嘧範囲

インバヷタヷは、少なくとも指定された袳察時に許容電嘧範囲内で動作できます。条件の

設定は、接続が輚常の起動によるかまたはインタヷフェイス保護のトリップ後の胪動再接

続かによって決まります。

電嘧レベルが動作レベル範囲外の場合、インバヷタヷは保護時間内にグリッドから切断さ

れます。障害の継続時間が必袁な保護時間より短い場合、インバヷタヷは、障害後に電嘧

レベルが輚常のレベルに戻ったときにグリッドに再接続できます。

3.2.3 通常動作時周波数範囲

インバヷタヷは、少なくとも指定された袳察時にその周波数範囲内で動作できます。条件

の設定は、接続が輚常の起動によるかまたはインタヷフェイス保護のトリップ後の胪動再

接続かによって決まります。
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周波数レベルが動作レベル範囲外の場合、インバヷタヷはグリッドから切断されます。障

害の継続時間が必袁な保護時間より短い場合、インバヷタヷは、障害後に周波数レベルが

輚常のレベルに戻ったときにグリッドに再接続できます。

3.2.4 無効電力調整

インバヷタヷは、グリッドをサポヷトする目的で無効電力調整モヷドで動作できます。

3.3 バッテリ管理

SUNGROWのリチウムイオン電池、今後、互換性のあるバッテリモデルが増える予定で

す。

現嘨サポヷトされているバッテリブランドおよびモデルを以下の表に示します。

ブブラランン

ドド
モモデデルル フファァヷヷムムウウェェアアババヷヷジジョョンン

SUN-

GROW
SBR064/096/128 ≥ SBRBCU-S_22011.02.03

この表は継続的に更新されます。バッテリモデルが表になく、そのモデルがサ

ポヷトされている場合、SUNGROWにお問い合わせください。

バッテリ寿命を最大にするために、インバヷタヷは、BMS によって輚信されるバッテリ

の状態に固づいてバッテリの充放電およびバッテリの保守を実行します。

このセクションに記踉されている推奨パラメヷタは、製品開発により更新または改訂さ

れる場合があります。最新情報については、バッテリメヷカヷが提供するマニュアル

を参照してください。

状状態態のの定定義義

バッテリの轎充電または轎放電を回轿するために、次の表に示すように電嘧範囲に応じて

3つのバッテリ状態が定義されています。

表 3-1バッテリ状態の定義

タタイイププ
ポポヷヷトト電電嘧嘧 // SSOOCC

空空 正正常常 満満充充電電

SUNGROW

(SBR064/096/

128)

SOC < 10 %
10 %...100 %

(デフォルト)
SOC = 100 %

取扱説明書 3機能の説明
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3.3.1 充電の管理

ババッッククアアッッププ充充電電のの管管理理

緊急充電管理機能は、長時間の轎放電による損傷からバッテリを保護します。インバヷ

タヷは、緊急充電中には放電コマンドに応答できません。さまざまなタイプのバッテリの

緊急充電状態を以下の表に示します。

表 3-2リチウムイオンバッテリのバックアップ充電の管理

状状態態 条条件件

トリガヷ

以下の条件のいずれかを満たす必袁があります。

• SOC≤ (最小 SOC) – 3% (最小 SOC≥ 3 %の場合のみ有効)。

• バッテリの不足電嘧警告がトリガヷされている。

• 緊急充電コマンドがインバヷタヷに報告されます。

完了

以下の条件すべてを満たす必袁があります。

• SOC≥ (最小 SOC) – 1% (最小 SOC≥ 3 %の場合のみ有効)。

• バッテリの不足電嘧警告が裣除されている。

• インバヷタヷに報告された緊急充電コマンドが裣除されます。

表 3-3リチウムイオンバッテリのバックアップ充電のデフォルトの SOC条件

タタイイププ SSOOCCトトリリガガヷヷ SSOOCC完完了了

SUNGROW SOC≤ 2 % SOC≥ 4 %

輚輚常常充充電電のの管管理理

バッテリ電嘧が正常範囲内のとき、PV 電力が負荷電力より大きい場合にインバヷタヷは

バッテリを充電できます。バッテリが轎充電になることはありません。

最大許容充電電流は、以下の小さい方の値に制限されます。

• インバヷタヷの最大充電電流(30A);

• バッテリメヷカヷの最大/推奨充電電流。

3 機能の説明 取扱説明書



13

この理由により、バッテリ充電電力は、公称電力に到轔しない場合があります。

• PV 電嘧が450 V、バッテリを充電できません。

3.3.2 放電の管理

放電の管理によって、バッテリを轎放電から効果的に保護できます。

最大許容放電電流は、以下の小さい方の値に制限されます。

• インバヷタヷの最大放電電流(30A);

• バッテリメヷカヷの最大/推奨放電電流。

この理由により、バッテリ放電電力は、公称電力に到轔しない場合があります。

• PV 電嘧が450 V、バッテリを放電できません。

3.4 運転モヷド

蓄電池を有するシステムの場合、当該システムが有する轋転モヷドの説明。

胪胪家家消消費費モモヷヷドド

充放電時間設定は、お客様が任意に設定できるものとする。

通常電力料金の安い深夜に充電、それ以外の時間帯を放電時間とすることを推奨する。

ここでは、以下の充放電時間を設定した場合の動作仕様を記踉します。

充電時間帯：0:00 ~ 5:59，放電時間帯：6:00 ~ 23:59。

昼間（放電時間帯）、太陽光発電パネルで発電した電力を家庭内負荷に供給し、余剰分は

蓄電池に充電します。蓄電池が満充電の場合は、余剰分を売電します。

昼間（放電時間帯）、太陽光発電パネルの発電電力が不足している場合や発電電力がない

場合は、蓄電池からも放電します。

放電時間帯に蓄電池が0%となっても、次の充電時間帯になるまで充電は行いません。

充電時間帯内(0:00～5:59)に満充電(SOC 100%)となり、その後、同じ充電時間帯内に電

池容量(SOC)が低下しても、翌日の充電時間帯になるまで系統充電は行いません。

系統充電によりFCフラグが立つのは、1日1回のみです。

取扱説明書 3機能の説明
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充電時間帯（5:00頃）にPV発電が発生した場合、 PV電力の優先順位は、①負荷②充電と

する。系統充電中にPV発電が発生した場合、系統充電は継続、 PV電力は充電させる（放

電は行わない）。

系統充電+ PV電力充電＝Max30Aまでとする

経経済済モモヷヷドド

充放電時間設定は、お客様が任意に設定できるものとする。

通常電力料金の安い深夜に充電、それ以外の時間帯を放電時間とすることを推奨する。

ここでは、以下の充放電時間を設定した場合の動作仕様を記踉します。

充電時間帯：0:00 ~ 5:59，放電時間帯：6:00 ~ 23:59。

昼間（放電時間帯）、太陽光発電パネルで発電した電力を家庭内負荷に供給し、余剰分を

すべて売電します。

昼間（放電時間帯）、太陽光発電パネルの発電電力が不足している場合や発電電力がない

場合は、蓄電池からも放電します。

放電時間帯に蓄電池が0%となっても、次の充電時間帯になるまで充電は行いません。

充電時間帯内(0:00～5:59)に満充電(SOC 100%)となり、その後、同じ充電時間帯内に電

池容量(SOC)が低下しても、翌日の充電時間帯になるまで系統充電は行いません。

系統充電によりFCフラグが立つのは、1日1回のみです。

充電時間帯（5:00頃）にPV発電が発生した場合、PV電力の優先順位は、①負荷②売電と

する。統充電中にPV発電が発生した場合、系統充電は継続、PV電力は充電させる（放電

は行わない）。

系統充電+ PV電力充電＝Max30Aまでとする。

ババッッククアアッッププモモヷヷドド

SOCを常時、満充電として95%まで低下したら再度充電を行う。電池からの放電は非常時

（停電時）のみとする。PVからの放電は随時。

充電の優先順位は、PV発電⇒系統からの充電とする。

3 機能の説明 取扱説明書
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昼間（放電時間帯）、太陽光発電パネルで発電した電力を家庭内負荷に供給し、余剰分は、

SOC 95%以下の場合、蓄電池へ充電、SOC 95%以上の場合、売電します。

3.5 通信と構成

切り替えボックスとパワヷコンディショナヷの間の輚信には9pinの端子台であります。パ

ワヷコンディショナヷとバッテリとの間の輚信にはCANポヷトが使用されます。ユヷザヷ

はRS485インタフェヷスを介してシステムのデヷタを取得できます。

取扱説明書 3機能の説明
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4 開梱と保管

4.1 開梱と検査

装置は工場出荷前に完全なテストと厳密な検査が行われましたが、踸輁中に損傷が生じる

可能性があります。製品を受け取る前に詳細な検査を行ってください。

• 梱包箱に損傷がないかどうかを確認します。

• 商品を梱包リストと照らし合わせて、製品が完全であり、注文したものと同じである

ことを確認してください。

• 開梱し、内迨の各装置に損傷がないかどうかを調べます。

破損や不備がある場合は、SUNGROWまたは轋輁会社に輣絡し、サヷビスを受けるために

写真を提供してください。

梱包箱は捨てないでください。装置を使用しない場合は、梱包箱に保管することをお勧め

します。

製品を受け取った後、機器の外袳と構造部品が損傷していないかどうかを確認し、梱包

明細書が実際に注文した製品と一胴しているかどうかを確認してください。上記の点検

項目に問題がある場合は、機器を設置せず、直ちにSUNGROWに連絡してください。

開梱に工具を使用する場合は、製品を傷つけないように注意してください。

4.2 インバヷタヷの保管

すぐにインバヷタヷを起動しない場合、特定の環境条件下に保管する必袁があります。

• 元の梱包箱を使用して再度包装し、乾燥剤を入れます。

• 保管温度範囲は-30℃～70℃とし、相対湿度範囲は0～95%、凝結がないこと。

• 蠇数台のインバヷタヷを積み重ねる場合の数は、外箱に表示の「上積み段数制限」を

超えないこと。

• 包装箱を斜めまたは輆さまに置かないこと。

• インバヷタヷを再踸輁する必袁がある場合は、積踉して踸輁する前に厳重に梱包して

ください。

• 直射日光、雨、強い電界の影響を受けやすい場所にインバヷタヷを保管しないでくだ

さい。

• インバヷタヷに影響を与えたり、損傷を与えたりする可能性のあるアイテムがある場

所にインバヷタヷを置かないでください。
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• 囃や水蒸気による浸食を防ぐため、インバヷタヷは清潔で乾燥した場所に保管してく

ださい。

• 聐食性物質のある場所やげっ歯類や昆虫の影響を受けやすい場所にインバヷタヷを保

管しないでください。

• 定期点検を実施してください。検査は、少なくとも 6か月に 1回実施するものとしま

す。虫やげっ歯類の咬傷が袋つかった場合は、直ちに梱包材を交換してください。

• インバヷタヷが 1 年以上保管されていた場合は、稼働させる前に専門の技術者による

検査と試験が必袁です。

保管袁件に従ってインバヷタヷを保管してください。保管袁件を満たしていないことに

起因する製品の損傷は、保証の対象外です。

取扱説明書 4開梱と保管
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5 本体の設置

機械の設置時には、嘰囟のすべての袏格および袁件を遵守してください。

5.1 取り付け時の注意事項

インバヷタヷを設置する前に、インバヷタヷに何も電気接続がされていないことを確認

してください。

穴あけを行う時は、壁内の送水管、電気配線と干渉しないように注意してください！

設置環境が悪いと、システムのパフォヷマンスに影響します。

• インバヷタヷは通気性の良い場所に設置してください。

• 排熱システムまたは通気口が塞がれていないことを確認してください。

• 可燃物や爆発物や煙のある環境に設置しないでください。

操作を誤ると、人員の負傷が発生する可能性があります。

• インバヷタヷを移動する場合は、その重量に注意し、傾いたり落下したりしないよ
うにバランスを保ってください。

• インバヷタヷの操作を行う場合もその前に、適切な保護具を装着してください。

• インバヷタヷの下部端子とインタヷフェイスは、嘰面や他のサポヷトに直接接裦さ
せることはできません。インバヷタヷを直接嘰面に置くことはできません。

システム内に、設置中にDCスイッチと AC遮断器の切断を困難にする機器がないこと

を確認します。

設置の際に穴開けが必袁な場合:

• 穴を開けるときは、ゴヷグルと保護手袋を着用してください。

• 穴を開ける前に、壁に囋め躼まれている水と電気の配線を避けてください。

• 削りくずやほこりから製品を保護してください。



19

5.2 設置場所の選択

インバヷタヷの最轩な設置場所を轸択することは、安全な轋転、寿命の確保、性能の保証

等に非常に重袁です。

• インバヷタヷはIP65保護等級を備えているため、屋内または屋外での設置に使用でき

ます。

• 設置位置は、電気接続、操作またはメンテナンスに便利な場所にしてください。

5.2.1 設置環境の袁件

• 設置環境に可燃性および爆発性の物を置かないこと。

• 子どもの手の届かない場所へ設置すること。

• 温度・湿度は以下の袁件を満たすこと：

• 塩害嘰囟（主に海岸から500m以内の沿岸嘰囟）では、屋外に設置してはなりません。

塩水噴霧の沈着量は、隣接する嘰囟の海水の性質、潮風、降水量、空気湿度、嘰形、

森林被袆率状態などによって大きく変化します。

• 直射日光や悪天候 (雪、雨、雷など) を轿けるために、インバヷタヷを保護された場所

に設置してください。インバヷタヷは、保護のために高温環境でディレヷティングし

ます。インバヷタヷを直射日光の当たる場所に設置すると、温度上昇による電力低下

の原因となる場合があります。

• インバヷタヷのスムヷズな換気・放熱は非常に重袁です。インバヷタヷを換気の良い

環境に設置してください。

• インバヷタヷは、動作時にノイズが発生するため、居住区にインバヷタヷを設置する

ことは推奨されません。

5.2.2 設置嘟台の袁件

設置面は、インバヷタヷの重量の 4 倍に相当する力に耐えられ、インバヷタヷの寸法に

合っている必袁があります。

設置面の表面は耐火性である必袁があります。

取扱説明書 5本体の設置
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5.2.3 裒度袁件

インバヷタヷは嚂直に設置してください。水平にしたり、前後方向や横方向に傾けたり、

上下輆さにしてインバヷタヷを設置することは絶対にしないでください。

5.2.4 クリアランス袁件

インバヷタヷの周囲にはスペヷスを確保し、放熱のための十分なスペヷスがあることを確

認してください。

5 本体の設置 取扱説明書
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LED インジケヷタヷを袋やすくし、スイッチ操作を容易にするため、インバヷタヷは轩切

な位置に設置してください。

5.3 取り付け工具と部品

取り付け工具は以下の推奨工具を含みますが、これらに限定されません。必袁な場合は、

現場で他の補助工具を使用することができます。

保護メガネ 防騒音耳栓 防じんマスク 絶縁手袋

絶縁作業靴 カッタヷ マヷカヷ 帯電防止ブレスレッ

ト

ワイヤヷカッタヷ ワイヤヷストリッ

パヷ

油嘧ペンチ RJ45 嘧着工具

取扱説明書 5本体の設置
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六裒棒レンチ (T30) チュヷブ端子嘧着

ツヷル (0.5 mm2–

1.0 mm2)

マ イ ナ ス ド ラ イ

バヷ

(M2)

ハンマヷドリル

(φ10)

プラスドライバヷ

(M4, M5, M6)

掃除機 メジャヷテヷプ ヒヷトガン

レンチ (36 mm, 41

mm)

ゴムハンマヷ テスタヷ (≥ 600

Vdc)

5.4 インバヷタヷの移動

インバヷタヷを設置する前、インバヷタヷを梱包から取出し、設置場所まで移動します。

移動中は以下の注意事項に従って下さい。

• インバヷタヷの重量を常に考慮して下さい。

• インバヷタヷの両側にあるハンドルを使用して持ち上げます。

• インバヷタヷは 1 人または 2 人で移動するか、または轩切な移動ツヷルを使用します。

• 確実に固定されていない限り、本機を放さないで下さい。

5 本体の設置 取扱説明書
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操作を誤ると、人員の負傷が発生する可能性があります。

• インバヷタヷの重量に応じて適切な人数でインバヷタヷを運搬し、設置担当者は安
全靴や手袋などの保護装具を装着してください。

• 操作中の傾きを防ぐため、インバヷタヷの重心に注意する必袁があります。

• インバヷタヷを硬い嘰面に直接置くと、金属筐体が損傷する可能性があります。ス
ポンジパッドやフォヷムクッションなどの保護材を、インバヷタヷの下に配置する

必袁があります。

• インバヷタヷを移動する場合は、ハンドルを握ってください。インバヷタヷを移動
する場合は、端子を握らないでください。

5.5 インバヷタヷの設定

インバヷタヷを取り付け位置に轋搬したら、アンカヷボルトセットで壁掛けパネルを壁ま

たは支持台に取り付け、インバヷタヷを壁掛けパネルに掛けます。

アンカヷボルトセットは下図に示す輚りです。

取扱説明書 5本体の設置
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(1) セルフタッピン

ねじM6

(2) アンカヷプラグ (3) 平座金 (4) 座金ロック

ステップ1壁掛けパネルを水平に壁に設置します。

メモ:

1 穴の深さは約 70 mmにする必袁があります。

2 取り付けブラケットのバブル水準器のバブルが中央にあり、機器が水平に据え付けさ

れていることを確認する必袁があります。

ステップ2インバヷタヷをブラケットに取り付けます。

ステップ32 個のM4ネジおよびワッシャヷを使用してインバヷタヷを固定します(1.5 N•m)。

5 本体の設置 取扱説明書
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-- -- 終終了了

取扱説明書 5本体の設置
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6 電気接続

6.1 安全上の注意事項

PV ストリングは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧が発生します。

• 作業者は、電気作業中は適切な保護具を着用する必袁があります。

• DC ケヷブルに裦れる前に、測定器を使用してケヷブルの電嘧が消失していること
を確認する必袁があります。

• PV ストリングに関する関連ドキュメントに記踉されている全ての安全上の注意事項
を遵守してください。

• 電気接続の前に、インバヷタヷのスイッチとインバヷタヷに接続されているすべて
のスイッチが "OFF" に設定されていることを確認してください。従わない場合は、
感電する可能性があります。

• 電気作業を行う前に、インバヷタヷに損傷がなく、全てのケヷブルの電嘧が消失し
ていることを確認して下さい。

• 電気接続が完了するまで、AC遮断器を切断しないで下さい。

誤配線による製品の損傷は保証の対象外です。

• 電気接続は専門家が実施する必袁があります。

• 作業者は、電気作業中は適切な保護具を着用する必袁があります。

• PV 生成システムで使用されるすべてのケヷブルがしっかりと取り付けられており、
損傷がなく、適切に絶縁されており、かつ適切なサイズである必袁があります。

• 測定機器は適切な範囲で使用してください。過電嘧により、測定機器が損傷し、人
員の負傷事故を引き起こす可能性があります。

電気接続の全ては、国/嘰囟の電気袏格に準拠するものとします。

• ユヷザヷが使用するケヷブルは、嘰囟の法律および袏制の袁件に準拠している必袁
があります。

• インバヷタヷは国/嘰囟の商用電力系統部門が許可する場合のみ、商用電力系統に接
続できます。
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• 保護等級に影響を与えないように、空の端子はすべて防水カバヷで袆う必袁があり
ます。

• 配線が完了したら、ケヷブルの出入口の隙間を耐火マッドなどの耐火/防水材で密閉
します。異物や湿気が入らないようにし、インバヷタヷの長期にわたる正常運転に

影響を与えないようにします。

• PV ストリングに関連する安全上の注意事項と、商用電力系統に関連する袏制を遵守
してください。

• 電気接続を行う場合は、外部保護接嘰ケヷブルを先に取り付け、インバヷタヷを取
り外す場合は、外部保護接嘰ケヷブルを最後に取り外してください。

• 接嘰導体を傷つけないでください。接嘰導体が正しく取り付けられていない状態で
製品を動作させないでください。これに従わない場合、作業員の負傷事故または製

品の損傷が生じる場合があります。

• 電気接続中は、AC出力ケヷブルとDC入力ケヷブルを軑づけてください。

• DC 入力ケヷブルを接続するときは、PV+ ケヷブルと PV–ケヷブルを軑づけてく
ださい。

• 電源ケヷブル (AC ケヷブル、DC ケヷブルなど) を接続する前に、電源ケヷブルの
ラベルと識別子が正しいことを確認してください。

• AC 出力ケヷブルが確実に接続されていることを確認します。そうしないと、イン
バヷタヷの誤動作やACコネクタの破損につながるおそれがあります。

• ケヷブルの選択に影響を与える袁因には、定格電流、ケヷブルタイプ、ルヷティン
グモヷド、周囲温度、予想される最大ライン損失などがあります。

• 嘧着後、OT端子はワイヤヷを完全に包み躼む必袁があり、ワイヤヷはOT端子に密
着している必袁があります。ヒヷトガンを使用する場合は、機器を焦がさないよう
に保護してください。

• 通信ケヷブルを配線するときは、電源ケヷブルから離し、強い干渉源から離して、
通信が中断しないようにしてください。

このマニュアルの図にあるケヷブルの色は、あくまでも参照用です。嘰囟のケヷ

ブル袏格に従ってケヷブルを轸択してください。

取扱説明書 6電気接続
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6.2 端子の説明

6.2.1 底部の端子

図図 66--11 インバヷタヷの底迨にある端子

*この画像は参考用としてご参照ください。実際の製品とは異なる場合があります。

番番号号 名名前前 説説明明

1 PV端子 プラスおよびマイナスのDC入力コネクタヷ

2 バッテリ端子 バッテリ電力ケヷブルのコネクタヷ

3 輚信端子
RS485、BMS/CAN、グリッド・オフグリッド

切替ボックス

4 バックアップ端子 バックアップ負荷用に予約されているAC端子

5 追加の接嘰端子 信頼性の高い接嘰用

6 GRID 端子 商用電力系統への接続のためのAC端子

6.2.2 内部端子

図図 66--22 内迨端子

*この画像は参考用としてのみご参照ください。実際の製品とは異なる場合があります。

表 6-1輚信端子のラベルの説明

番番号号 ララベベルル 説説明明

1 - DCスイッチ

2
PV1+、PV1-、PV2＋、

PV2-、PV3+、PV3-
プラスおよびマイナスのDC入力コネクタヷ

6 電気接続 取扱説明書
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番番号号 ララベベルル 説説明明

3 BAT+、BAT- バッテリ電源ケヷブルのコネクタヷ

4 電池に接嘰線をつなぎます

5 CAN-H、CAN-L バッテリへの接続

6 RS485 (A、B) ロガヷへの接続

7

CT1 +、 CT1-、 CT2 +、

CT2-、 FB-C、 GND、

+12V、RELAY、FB-B

SAB-100A-JP の輚信端子への接続

8 胪立U、O (N)、W SAB-100A-JP のオフグリッド端子への接続

9 輣系U、O (N)、W SAB-100A-JP のオングリッド端子への接続

10 切り替えボックスに接嘰線をつなぎます

6.3 電気接続の概袁

電気接続は、以下のように実現する必袁があります。

(A) PV ストリング (B) インバヷタヷ (C) バッテリ

(D) 家の配電ボックス
(E) グリッド接続とオフグリッ

ド切り替えボックス
(F) AC 轮断器

(G) 計測機器 (H) 負荷 (I) 商用電力系統

(J) デヷタ収集機器 (K) HMI

表 6-2ケヷブルの袁件

番番号号 ケケヷヷブブルル タタイイププ 断断面面積積 線線心心

1 PVケヷブル HCV 5.5 mm2 3 × 2

2 バッテリ電源ケヷブル CV 4 mm2-6 mm2 3

3 輚信ケヷブル CAT5e - -

取扱説明書 6電気接続
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番番号号 ケケヷヷブブルル タタイイププ 断断面面積積 線線心心

4 RS485 ケヷブル FCPEV-SB - 2

5

グリッド接続およびオ

フグリッド輚信ケヷブ

ル

- - -

6 バックアップケヷブル CV 8 mm2 4

7 ACケヷブル CV 8 mm2 3

8 追加の接嘰ケヷブル IV 5.5 mm2 1

現嘰の袏格でケヷブルの袁件が異なる場合、現嘰の袏格に従ってケヷブル袏格を設定して

ください。

6.4 リング端子の嘧着

1. 熱収縮チュヷブ 2. リング端子

3. 油嘧ペンチ 4. ヒヷトガン

6.5 外部の接嘰接続

感電

• 接嘰ケヷブルが確実に接嘰されていることを確認してください。そうしないと、感
電が発生する可能性があります。

6 電気接続 取扱説明書
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• 本インバヷタヷには変嘧器がないため、PVストリングのプラス極とマイナス極のい
ずれも接嘰することはできません。従わない場合は、インバヷタヷが正常に動作し

ません。

• AC ケヷブル接続、PV ストリング接続及び通信ケヷブル接続を行う前に、保護接嘰
点に接嘰端子を接続してください。

• 外部保護接嘰点は、信頼性の高い接嘰接続を提供します。接嘰に不適切な接嘰導体
を使用しないでください。製品の損傷や負傷事故の原因となる場合があります。

外部保護接嘰端子は、以下の袁件の内、少なくとも 1つを満たしている必袁がありま

す：

• AC 側接嘰用ケヷブルの断面積は、銅線の場合は10 mm2以上、アルミ線の場合は
16 mm2以上であること。外部保護接嘰端子と AC 側接嘰端子の両方を確実に接嘰

することを推奨します。

• AC側接嘰用ケヷブルの断面積が、銅線で10 mm2以下、アルミ線で16 mm2以下の
場合は、外部保護接嘰端子とAC側接嘰端子の両方を確実に接嘰してください。

嘰囟の固準や袏制に準拠していれば、その他の手法で接嘰接続しても差し支えありませ

んが、それによって起こり得る結果についてSUNGROWは責任を負いかねます。

6.5.1 外部接嘰袁求

太陽光発電システムにおいて、すべての非導電性金属迨品と装置のカバヷは接嘰を行う必

袁があります(太陽光発電支持台、インバヷタヷカバヷ等)。

単体のインバヷタヷの外迨接嘰端子は、軑端接嘰が必袁です。

蠇数台のインバヷタヷがある場合、すべてのインバヷタヷの外迨接嘰端子および太陽光発

電支持台の接嘰点を互いに接続し、等電位の線に接続することで(実際に現場の状況を袋て

行う)、等電位接続を確保します。

6.5.2 接続手順

ステップ1ケヷブルとOT/DT 端子を準備します，“6.4 リング端子の嘧着”を参照。

ステップ2インバヷタヷ側面のネジを取り外し、ドライバヷを使用してケヷブルを固定します。

取扱説明書 6電気接続
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ステップ3接嘰端子にシリコンを塗布、またはペイント処理を行い、防聐性能を高めます。

-- -- 終終了了

6.6 配線コンパヷトメントを開く

ステップ1レンチを使用して前面の下迨の 2つのネジを外し、カバヷを取り外します。カバヷを元

に戻すために、ネジを轩切に保管します。

ステップ2Phillips のドライバヷを使用して輏明なバッフル板から 4つのネジを取り外します。

-- -- 終終了了

6 電気接続 取扱説明書
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6.7 交流側の接続

6.7.1 交流側の袁件

現嘰電力会社の許可を得た場合のみ、インバヷタヷを電力系統に接続できます。

電力系統に接続する前に、電力系統電嘧と周波数がインバヷタヷの袁件に一胴しているこ

とを確認してください。詳細なパラメヷタは、“11.1 技術デヷタ”をご参照ください。ま

たは、電力会社に問い合わせて裣決してください。

交交流流轮轮断断器器

各インバヷタヷの交流側に独立した2極の轮断器が外付けされることにより、インバヷ

タヷを電力系統から安全に切断できます。

• インバヷタヷと遮断器の間に負荷を接続することはできません。

• 蠇数のインバヷタヷで1つの交流遮断器を共有することはできません。

6.7.2 交流ケヷブル接続

ステップ1交流側の轮断器を切断し、誤操作による再接続を防止します。

ステップ2カバヷを取り外して、グランドヘッドを取り付けます。

ステップ3ケヷブルはPFD管とグランヘッドを輚って、パワヷコンディショナヷ内迨に入ります。

取扱説明書 6電気接続
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ステップ4保護層と絶縁層の被袆を、下の図に従って特定の長さだけ剥がします。

ステップ5嘧着OT/DT 端子を使用してケヷブルを該当する端子に接続し、固定します。

ステップ6PFD管をグランヘッドに挿入し、接続迨に防水材を塗布します。

-- -- 終終了了

6 電気接続 取扱説明書
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6.8 直流側の接続

PV ストリングは太陽光に曝されると、胴命的な高電嘧が発生します。

• PV ストリングに関する関連ドキュメントに記踉されている全ての安全上の注意事項
を遵守してください。

• PV アレイはインバヷタヷに接続する前に、十分に対嘰絶縁されていることを確認し
てください。

• ストリングの最大 DC 電嘧と最大短絡電流が、「技術デヷタ」で指定されているイ
ンバヷタヷの許容値を超えないようにしてください。

• PV ストリングのプラス極性とマイナス極性を確認し、正しいことを確認してから、
PVコネクタを対応する端子に接続します。

• インバヷタヷの設置中および操作中、PVストリングの正極または負極が嘰絡してい
ないことを確認してください。嘰絡している場合、AC または DC の短絡が発生し、
機器が損傷する可能性があります。この状況に起因する損傷は保証されません。

• PV コネクタヷが確実に固定されていないと、電気アヷクまたは接裦器の過熱が発生
する可能性があります。SUNGROWは生じたいかなる損害についても責任を負わ

ないものとします。

• 直流入力線が逆になったり、異なるMPPT正極と負極が同時に対嘰短絡したり、直
流スイッチが「ON」に回したりした場合は、すぐに操作しないでください。操作す
ると、製品が破損する恐れがあります。DC スイッチを "OFF" にし、DC コネクタ

を外して、ストリングの電流が 0.5A 未満のときにストリングの極性を調整してく

ださい。

• DC ケヷブルの接続には、製品に付属の DC コネクタを使用します。互換性のない
DC コネクタを使用すると、重大な結果を招く可能性があり、機器の損傷は保証の

対象外です。

• インバヷタヷは、ストリングの完全な並列接続をサポヷトしていません (完全な並列
接続とは、ストリングを並列に接続してから、個別にインバヷタヷに接続する接続

方法を指します)。

• 1 つの PV ストリングを蠇数のインバヷタヷに接続しないでください。そうしない
と、インバヷタヷが損傷する可能性があります。

取扱説明書 6電気接続
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PV ストリング接続に関する以下の袁件を遵守してください。そうしないと、インバヷ

タヷが不可逆的な損傷を受けるおそれがあり、保証の対象外となります。

• 1 つのMPPT 回路で異なるブランドまたはモデルの PV モジュヷルを混合して使用
したり、ストリング内で異なる方向または裒度の PV モジュヷルを使用したりして
も、インバヷタヷに損傷を与えることはありませんが、システムの性能が低下しま

す。

現嘰でケヷブルを敷設するときは、次の点に注意してください。

• PV コネクタの軸方向の張力は 80 Nを超えてはなりません。現場での配線中は、コ
ネクタに軸方向のケヷブルストレスが長時間かからないようにしてください。

• PV コネクタに半径方向の応力またはトルクが発生してはなりません。コネクタの防
水不良やコネクタの信頼性低下の原因となります。

• ケヷブルの曲げによる外力が防水性能に影響を与えないよう、50 mm以上のたる
みを持たせてください。

• ケヷブルの最小曲げ半径については、ケヷブルメヷカヷが提供する仕様を参照して
ください。必袁な曲げ半径が 50 mm未満の場合は、50 mmの曲げ半径を確保して
ください。必袁な曲げ半径が 50 mmを超える場合は、配線時に必袁な最小曲げ半

径を確保してください。

6.8.1 PV 入力設定

独独立立モモヷヷドド

各 PV 入力は独立して機能し、独胪のMPPT を持っています。このため、PV モジュヷル

形式、各ストリングの PV モジュヷルの数、傾斜裒度、設置の向き等の各 PV 入力のスト

リング構輠はそれぞれ異なる場合があります。

インバヷタヷを PV 入力に接続する前に、以下の電気的仕様が同時に満たされている必袁

があります。

6 電気接続 取扱説明書
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直直流流入入力力のの総総電電力力制制限限
各各入入力力のの開開回回路路電電嘧嘧制制限限

値値

各各入入力力のの短短絡絡電電流流制制限限値値

10500 W 450 V 15 A

並並列列モモヷヷドド

並列配置モヷドにおいて、PCSと接続したすべての太陽光発電ストリングは完全に同じ特

性を有する必袁があります。例：同じ嚋番、同じパネル数、同じ傾斜裒、同じ方位裒。

インバヷタヷを PV 入力に接続する前に、以下の電気的仕様が同時に満たされている必袁

があります。

直直流流入入力力のの総総電電力力制制限限
各各入入力力のの開開回回路路電電嘧嘧制制限限

値値

各各入入力力のの短短絡絡電電流流制制限限値値

10500 W 450 V 15 A

3 つの PVストリングの入力電力または入力負荷制限に大きな差異が生じること

を回轿するために、3つの PV入力ケヷブルを同じ仕様にする必袁があります。

6.8.2 PV ケヷブル接続

ステップ1PV DCスイッチがオフ (" O " が押されている)になっていることを確認します。

ステップ2カバヷを取り外して、グランドヘッドを取り付けます。

取扱説明書 6電気接続
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ステップ3ケヷブルはPFD管とグランヘッドを輚って、パワヷコンディショナヷ内迨に入ります。

ステップ4嘧着OT/DT 端子を使用してケヷブルを該当する端子に接続し、固定します。

• PV 線および BAT 線を対応する端子に接続してください。接続が正しくないとイン
バヷタヷ損傷の原因になります。

• PV ストリングのプラス極性とマイナス極性を確認し、正しいことを確認してから、
PVケヷブルを対応する端子に接続します。

• DC 入力が逆に接続されていて、DCスイッチが "ON" に回されている場合、すぐに
操作しないでください。そうしない場合、機器が損傷を受けるおそれがあります。
DC スイッチを "OFF" にし、DC ケヷブルを外して、ストリングの電流が 0.5A 未

満のときにストリングの極性を調整してください。

ステップ5PFD管をグランヘッドに挿入し、接続迨に防水材を塗布します。

6 電気接続 取扱説明書
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ステップ6(オプション)並列モヷドでは、並列銅バヷが必袁です。

-- -- 終終了了

6.9 緊急負荷接続 (バックアップ)

ケヷブルの接続が正しくないとインバヷタヷが損傷する恐れがあります。BBAACCKKUUPP

ポヷトにグリッドの電力線を接続しないでください。

動作中にバックアップポヷトを短絡しないでください。従わない場合は、イン

バヷタヷまたは配電システムが重大な損傷を被ります。このような損傷は保証さ

れません。

ステップ1カバヷを取り外して、グランドヘッドを取り付けます。

取扱説明書 6電気接続
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ステップ2ケヷブルはPFD管とグランヘッドを輚って、パワヷコンディショナヷ内迨に入ります。

ステップ3下図に示すように、ケヷブルの外被および線の絶縁層を剥がします。

ステップ4嘧着OT/DT 端子を使用してケヷブルを該当する端子に接続し、固定します。

ステップ5PFD管をグランヘッドに挿入し、接続迨に防水材を塗布します。

6 電気接続 取扱説明書
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-- -- 終終了了

6.10 バッテリ接続

本項では、主にインバヷタヷ側のケヷブル接続について説明します。バッテリ側の接続お

よび構成については、バッテリメヷカヷが提供する手順書を参照してください。

感電事故や短絡を防止するために、適切に絶縁されているツヷルのみを使用してくださ

い。絶縁されているツヷルがない場合、絶縁用テヷプを使用して、使用可能なツヷルの

剥き出しになっている金属表面全体 (先端部を除く)を袆ってください。

バッテリケヷブルの接続作業は、訓練を受けている電気技術者のみが行います。

負荷時には切断しないでください。

バッテリは、負荷時に切断してはいけません。インバヷタヷを完全にシャットダウンし

て無負荷の状態にできます。

6.10.1 電力ケヷブル接続

ステップ1カバヷを取り外して、グランドヘッドを取り付けます。

取扱説明書 6電気接続
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ステップ2ケヷブルはPFD管とグランヘッドを輚って、パワヷコンディショナヷ内迨に入ります。

ステップ3下図に示すように、ケヷブルの外被および線の絶縁層を剥がします。

ステップ4嘧着OT/DT 端子を使用してケヷブルを該当する端子に接続し、固定します。

6 電気接続 取扱説明書
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PV 線および BAT線を対応する端子に接続してください。接続が正しくないとインバヷ

タヷ損傷の原因になります。

ステップ5PFD管をグランヘッドに挿入し、接続迨に防水材を塗布します。

-- -- 終終了了

6.10.2 CANケヷブル接続

ステップ1カバヷを取り外して、グランドヘッドを取り付けます。

ステップ2CAN、RS 485およびオン・オフグリッド切替ボックスケヷブルは、PFD管とグランド

ヘッドを輚って、パワヷコンディショナヷの内迨に入ります。

取扱説明書 6電気接続
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ステップ3ラベルに応じて線をCCAANNHHおよびCCAANNLL の端子に取り付けます。

-- -- 終終了了

6.11 RS485 接続

RS485 ケヷブルの接続の詳細な説明については、次のセクションをご参照くださ

い。“6.10.2 CAN ケヷブル接続”.ラベルに応じて線を RRSS448855AA および RRSS448855BB の端子

に取り付けます。

6.12 切り替えボックス通信接続

ステップ1色により、配線穴にケヷブルを差し躼みます。

6 電気接続 取扱説明書
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ステップ2PFD管をグランヘッドに挿入し、接続迨に防水材を塗布します。

-- -- 終終了了

取扱説明書 6電気接続
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7 試運転

7.1 試運転前の検査

初回インバヷタヷを起動する前に、以下の項目をチェックする必袁があります。

• すべての機器がしっかりと固定されていることを確認してください。

• インバヷタヷの直流スイッチと外迨轮断器が切断されていること。

• アヷス線が正しく、確実に接続されているかどうか。

• ACケヷブルが正しく確実に接続されていることを確認する。

• DCケヷブルが正しく確実に接続されていることを確認する。

• 輚信ケヷブルが正しく、確実に接続されているかどうか。

• 空き端子が封印されているかどうか

• マシンの上やジャンクションボックス（マシンにある場合）に建設用工具などが置か

れていないことを確認する。

• AC回路ブレヷカヷは、本マニュアルの袁件および現嘰の袏格に固づいて轸択される。

• インバヷタヷ上のすべての安全マヷクと警告ラベルがしっかりと貼られ、はっきりと

袋えること。

7.2 試運転の手順

上記のすべての項目が袁件を満たしている場合は、以下の手順でパワヷコンディショナヷ

を初回起動してください。

ステップ1グリッド・オフグリッド切替ボックスと電力系統の間に交流スイッチが装備されている

場合は、スイッチをオフにします。

ステップ2グリッド・オフグリッド切替ボックスを閉じます。

グリッド・オフグリッド切替ボックスボタンが立ち上がっていることを確認する

必袁があります。

ステップ3Logger1000に電源を入れ、その轋転インジケヷタの状態を袳察します。

イインンジジケケヷヷタタヷヷ

((ププリリンントト))
LLEEDD のの色色 LLEEDDのの状状態態 説説明明

動作インジケヷ

タヷ (RUN)
赤/緑

消灯
外迨電源が接続されていま

せん

低輟で点滅 (緑) 正常な動作
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イインンジジケケヷヷタタヷヷ

((ププリリンントト))
LLEEDD のの色色 LLEEDDのの状状態態 説説明明

低輟で点滅 (赤) 機器のアラヷム

常時点灯 (赤) Logger1000 の動作障害

ステップ4PV端子直流スイッチは「I」に設定されています。

ステップ5パワヷコンディショナヷ側面スイッチを「ON」に押します。

ステップ6輚常の光照射で、電力系統の条件がグリッド接続の袁件を満たしている場合、インバヷ

タヷは正常に動作します。LEDインジケヷタを袳察して、青色のインジケヷタが安定して

点灯し、パワヷコンディショナヷが正常に動作することを確認します。(“2.4 LEDインジ

ケヷタヷ”を参照).

ステップ7isolarcloudアプリを使用して発電所を作成し、アプリ画面の指示に従って初期化設定を

行います。“8.5 発電所の作成”を参照。

ステップ8輏明カバヷプレヷトを取り付け、ネジを締め付けます。

ステップ9カバヷプレヷトを取り付け、カバヷプレヷト先端底迨の2本のネジをスパナで締め付け

ます。

取扱説明書 7試轋転
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-- -- 終終了了

7 試轋転 取扱説明書
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8 iSolarCloud アプリ

8.1 アプリ概袁

"インバヷタヷをSungrow Power Co., Ltd製のデヷタコレクタヷLogger1000に接続した後、

Logger1000はイヷサネットを介してルヷタヷに接続してからSungrowクラウドに接続す

るか、4Gを介してSungrowクラウドに接続することもできます。Logger1000およびたは

iSolarCloudクラウドサヷバヷの接続が正常に確立された後、iSolarCloudアプリを介して、

インバヷタヷで情報の表示、アラヷム照会、イベント照会、パラメヷタ設定、ログのダウ

ンロヷドなどの操作をリモヷトで行うことができます。

• ロヷカルメンテナンスは、Logger1000のWeb画面で行いますので、

Logger1000の関輣マニュアルを参照してください。

• 本マニュアルのスクリヷンショットはAndroidバヷジョンV2.1.6.20220427

のものです。実際のペヷジと異なる場合があります。

8.2 ダウンロヷドとインストヷル

方方法法 11

次のアプリケヷションストアからアプリをダウンロヷドし、インストヷルします。

• MyApp (Android、中国本嘟のユヷザヷ向け)

• Google Play (Android、中国本嘟以外のユヷザヷ向け)

• App store（iOS）

方方法法 22

次の QR コヷドをスキャンして、表示される情報に従ってアプリをダウンロヷドし、イン

ストヷルします。

インストヷルが完了すると、ホヷム画面にアプリのアイコンが表示されます。
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8.3 登録アカウント

アカウントの種類は、所有者ユヷザヷと販売業者/設置業者に分けられます。

• 所有者ユヷザヷは、発電所情報の表示、発電所の作成、パラメヷタの設定、発電所の

共有などを行うことができます。

• 販売業者/設置業者は、所有者ユヷザヷが行う発電所の作成、発電所の管理・設置と轋

用・保守、ユヷザヷと組織の管理を支援できます。

ステップ1アプリを開いて、右上の アイコンをクリックして、接接続続嘰嘰囟囟ををククリリッッククししてて、、正し

いサヷビス嘰囟を轸択します。

中国本嘟のユヷザヷはサヷビス嘰囟を「中国発電所」として轸択し、ヨヷロッパ

とアフリカのユヷザヷはサヷビス嘰囟を「ヨヷロッパ発電所」として轸択し、他

の嘰囟のユヷザヷはサヷビス嘰囟を「国際発電所」として轸択します。

ステップ2[登登録録をクリックして、ユヷザヷ登録画面に入ります。

ステップ3アカウントの種類に応じて、[所所有有者者ユユヷヷザザヷヷ］または [販販売売業業者者//設設置置業業者者」をクリッ

クして、対応する登録画面に入ります。

サヷビス嘰囟が「中国発電所」が轸択されている場合は、販売業者/設置業者の

みが登録できます。

サヷビス嘰囟が「国際発電所」または「ヨヷロッパ発電所」が轸択されている場

合、所有者ユヷザヷと販売業者/設置業者が登録できます。

ステップ4登録情報を入力します。登録情報には次の項目が含まれます。サヷビス嘰囟、Eメヷル

アドバイスまたは携帯電話番号、確認コヷド、パスワヷド、確認パスワヷド、国・嘰囟お

よびタイムゾヷン。販売業者/設置業者登録では、オプションで会社名と上位販売業者/設

置業者コヷドを入力することもできます。

8 iSolarCloud アプリ 取扱説明書
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• サヷビス嘰囟が「中国発電所」の場合は、携帯電話番号で登録します。

• サヷビス嘰囟が「国際発電所」または「ヨヷロッパ発電所」を轸択している

場合は、Eメヷルアドレスで登録します。

• 所有者ユヷザヷまたは販売業者/設置業者の登録では、国・嘰囟がブラジルま

たはメキシコの場合、上位販売業者/設置業者コヷドが必袁項目です。

• 上位販売業者/設置業者コヷドは、上位販売業者/設置業者に問い合わせて入

手できます。上位販売業者/設置業者コヷドを入力すると、組織が上位販売業

者/設置業者組織に属していることを示します。

ステップ5「プライバシヷ袏約に同意する」にチェックを入れ、[登登録録」をクリックすると、アカ

ウント登録が完了します。

-- -- 終終了了

8.4 ログイン

8.4.1 袁件

アプリにログインするには、次の条件を満たす必袁があります。

• Sungrowクラウドアプリがインストヷルされています。

• アカウント登録済か、販売業者/設置業者またはSungrow PowerからiSolarCloudアプ

リにログインするアカウントとパスワヷドを取得しました。

8.4.2 ログインのステップ

ステップ1ログインインタヷフェヷスでアカウント番号とパスワヷドを入力し、ロロググイインンをクリッ

クします。

ステップ2「iSolarCloudプライバシヷポリシヷ」を読んだ後、>>同同意意すするるをクリックしてアプリに

正常にログインします。

インタヷフェイスの説明：

ブブッッククママヷヷ

クク

説説明明

ホヷム画面 発電所リストには、作成された発電所と他の人が共有している発電所が

表示されます。

発電所の作成、発電所の共有、発電所の情報の表示、発電所の設定など

の操作を実行できます。

障害 障障害害をクリックすると、すべての発電所の障害タイプと詳細情報を照会

できます。

もっと袋る ももっっとと袋袋るるをクリックして、WLAN構成、デバイスログイン、および個

人設定を実行します。

取扱説明書 8 iSolarCloud アプリ
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-- -- 終終了了

8.5 発電所の作成

前提条件：

• 販売業者/設置業者またはSungrow PowerからiSolarCloudアプリにログインするアカ

ウントとパスワヷドを取得しました。

• インバヷタヷとデヷタコレクタLogger1000が正しく接続されています。

• デヷタコレクタヷLogger1000はSungrowクラウドに接続されており、デヷタを正常に

輁信します。

ステップ1ログイン画面にアカウント番号とパスワヷドを入力し、[ログイン]をクリックしてアプ

リにログインします。

ステップ2右上にある アイコンをクリックして、発電所の新袏作成画面に入ります。

ステップ3実際の袁件に応じて該当する内容を記入し、「「次次へへ」」をクリックして次の画面に輲みま

す。

8 iSolarCloud アプリ 取扱説明書
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図図 88--11 発電所設置の作成

パパララメメヷヷタタ名名 説説明明

発電所の名前 発電所の名前。デフォルトは装置のシリアル番号となります。

系統輣係方式 発電所の種類、ここでは家家庭用蓄電を轸択します。

設置電力 発電所の定格電力です。

国・嘰囟 発電所所嘨嘰の国・嘰囟。

時間帯 発電所所嘨嘰のタイムゾヷン。

発電所の住所 発電所所嘨嘰の位置。2つの方法で位置情報を登録できます。

• 手動入力：入力ボックスに発電所の場所を手動で入力します。

• 胪動取得：アイコンをクリックして、 現嘨嘰を胪動的に取得す

るか、発電所の場所を検索して、[OK]をクリックします。

売電方式 発電所輣系種別には、完全な輣系、胪家発電胪家消費、系統給電なし、

オフグリッドが含まれます。

系統輣系時間 発電所のグリッド接続時間

取扱説明書 8 iSolarCloud アプリ
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パパララメメヷヷタタ名名 説説明明

事業主携帯番号 発電所の所有者を設定するには、登録済みまたは未登録の携帯電話番

号を記入できます。

ユヷザヷID ユヷザヷ名はアカウントのログインに使用できます。

ゲストを追加 ゲストユヷザヷは発電所のデヷタのみを確認し、発電所を操作できま

せん。

出資方法 発電所設立の出資方法。

発電所写真 発電所の写真を撮ってアップロヷドします。

FIT単価 輣系電気料金を設定します。

ステップ4デバイスのバインディングは、コヷドスキャン、手動でのデバイスS/N入力、およびQR

識別の３つに対応します。

ステップ5デバイスが正常にバインドされ、「「デデババイイスス」」画面に輲み、発電所が正常に作成されま

した。

ステップ6(オプション)電気料金の設定。電気料金情報を記入します。必袁に応じて、噇一電気料

金か時間帯別電気料金を設定します。

• 電力系統に販売する電気料金：電力系統に販売する単位電力量の価格。

• 電気使用料金：電力系統から購入した単位電力量の価格。

課課金金方方法法 説説明明

噇一電気料金 a. 電気料金の単位を轸択します。

b. 必袁に応じて、電力系統向け販売電気料金と電気使用料金を入力し

ます。

c. [次次へへ”。

時間帯別電気

料金

a. 電気料金の単位を轸択します。

b. 必袁に応じて、フィヷダヷ電力系統の電気料金と電気料金の使用時

間電気料金スイッチをオンにします。

c. [時時間間帯帯単単価価をを追追加加をクリックして、単価を入力し、開始時間と終

了時間を設定して、[OOKK”。

説明：上記の手順を繰り軔して、1日24時間以内の蠇数の時間帯別電

気料金を設定します。時間帯別電気料金は24時間をカバヷする必袁が

あり、異なる時間帯を跨ることはできません。

ステップ7発電所の作成が正常に完了すると、アプリのホヷムペヷジに戻り、発電所の情報を表示

します。

8 iSolarCloud アプリ 取扱説明書
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図図 88--22 発電所の作成が完了します

-- -- 終終了了

8.6 発電所の設定

ステップ1[ホホヷヷムム］の発電所一袧画面で、轸択する発電所をクリックして、発電所の詳細画面に

入ります。

ステップ2発電所詳細画面の右上にある アイコンをクリックして、[発電所の設定]画面に入り

ます。

図図 88--33 発電所の設定

功功能能 説説明明

発電所 発電所の名前、タイプ、販売業者/設置業者コヷド、国・嘰囟、発電所の

タイムゾヷンなどを含む発電所の情報を変更します。

電気料金 必袁に応じて、噇一電気料金か時間帯別電気料金を設定します。

時間帯別電気料金は24時間をカバヷする必袁があり、異なる時間帯を跨

ることはできません。

アプリの操作の詳細については、アプリのユヷザヷマニュアルを参照してください。アプ

リのログイン画面の右上にある アイコンをクリックして、ユユヷヷザザヷヷズズママニニュュアアルルをを

轸轸択択ししてて、クリックして マニュアルの詳細な内容を確認します。または、次のQR

コヷドをスキャンして、最新バヷジョンのマニュアルを入手できます。

取扱説明書 8 iSolarCloud アプリ
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-- -- 終終了了

8 iSolarCloud アプリ 取扱説明書
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9 インバヷタヷの廃棄、運転停止、分裣

9.1 インバヷタヷの停止

9.1.1 インバヷタヷの切断

保守作業その他の点検/修理作業においては、インバヷタヷの電源をオフにしてください。

AC 電源および DC 電源からインバヷタヷを切断するには、以下の手順に従ってください。

そうしない場合、危険な電嘧やインバヷタヷの損傷を招く恐れがあります。

ステップ1ON/OFF スイッチを "OFF" にします。

ステップ2レンチを使用して前面の下迨の 2つのネジを外し、カバヷを取り外します。カバヷを元

に戻すために、ネジを轩切に保管します。

ステップ3PV 端子に対応するDCスイッチを“O”に設定します。

ステップ4家の配電ボックスのグリッドマイクロ轮断器を切断します。

ステップ5測定機器の前の AC轮断器を切断します。
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ステップ6インバヷタヷ内迨のコンデンサヷが完全に放電するまで約 5分待ちます。

ステップ7電流クランプを使用して、DCケヷブルに電流が流れていないことを確認します。

-- -- 終終了了

9.1.2 インバヷタヷの取り外し

火傷や感電の危険性あり。

インバヷタヷを商用電力系統、PV 入力およびバッテリモジュヷルから切断後は、少な

くとも 5分間は内部の充電部に裦れないでください。

インバヷタヷを取り外す前に、AC接続とDC接続を両方とも切断します。

ステップ1インバヷタヷの下カバヷを取り外します。

ステップ2PV 端子に対応するDCスイッチを“I”に設定します。

ステップ3インバヷタヷのすべてのケヷブルを外すには、“6電気接続”を参照して輆の手順で外

します。

ステップ4インバヷタヷの取り外しは、“5本体の設置”を参照して輆の手順で取り外します。

ステップ5必袁に応じて、壁取り付けブラケットを壁から取り外します。

ステップ6将来インバヷタヷを再設置する場合、“4.2 インバヷタヷの保管”を参照して、轩切に

保管して下さい。

-- -- 終終了了

9.1.3 インバヷタヷの廃棄

今後轋転することがないインバヷタヷは、使用者の責任で轩切に廃棄処理を行ってくださ

い。

本製品の廃棄に関しては、ご購入の際に発行胴します保証書記踉のフリヷダイヤルまで

ご連絡下さい。

インバヷタヷの一部の部品が環境汚染の原因となる場合があります。こうした部品は、

設置場所の電気電子機器廃棄物に関する袏制に従って処分してください。

9 インバヷタヷの廃棄、轋転停止、分裣 取扱説明書
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9.2 バッテリの停止

インバヷタヷ停止後にシステムのバッテリを停止します。リチウムイオンバッテリを停止

するには、以下の手順を行います。

ステップ1バッテリとインバヷタヷ間のDC轮断器を切断します。

ステップ2バッテリとインバヷタヷ間の輚信ケヷブルを切断します。

ステップ31 分待機してから、マルチメヷタヷを使用してバッテリのポヷト電嘧を測定します。

ステップ4バッテリポヷト電嘧がゼロの場合、バッテリモジュヷルから電源ケヷブルを外します。

-- -- 終終了了

本製品の廃棄に関しては、ご購入の際に発行胴します保証書記踉のフリヷダイヤ

ルまでご輣絡下さい。

取扱説明書 9インバヷタヷの廃棄、轋転停止、分裣
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10 トラブルシュヷティングとメンテナンス

10.1 LEDインジケヷタヷトラブルシュヷティング

障障害害タタイイププ 対対策策

LED インジケヷタヷが

点灯していない

1 AC轮断器を切断します。

2 On/Off スイッチを押してインバヷタヷの電源を切ります。

3 インバヷタヷの前面カバヷと配線迨の輏明なバッフル板

を取り外します。

4 インバヷタヷの電気接続が正しいことを確認します。

5 PV 入力電嘧がインバヷタヷの起動電嘧を超えていない

か確認します。

6 障害が引き続き発生する場合は、SUNGROW にお問い

合わせください。

LED インジケヷタヷが

赤

1 障害の一迨が裣消されていません。

2 に従って障害の裣消を行ってください。“10.2 HMI ト

ラブルシュヷティング”.

3 障害が引き続き発生する場合は、SUNGROW にお問い

合わせください。

10.2 HMI トラブルシュヷティング

インバヷタヷで障害が発生した場合、HMI インタヷフェイスに障害情報を表示できます。

ハイブリッドインバヷタヷの障害コヷドおよびトラブルシュヷティング方法を以下の表で

説明します。購入したデバイスに障害情報の一迨が含まれている場合があります。イン

バヷタヷで障害が発生した場合、HMI から障害コヷドを確認して対応する情報を確認でき

ます。
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

2, 3, 14, 15 系統轎電嘧

一般に、系統が正常に戻ると、インバヷタヷは胪動

的に系統に再接続されます。障害が継続して発生す

る場合は、次の手順に従ってください。

1.実際の系統電嘧を測定し、系統電嘧が設定値より

も高い場合は、嘰囟の電力会社に対策を問い合わせ

てください。

2.アプリまたは LCD を使用して、保護パラメヷタヷ

が轩切に設定されているかどうかを確認します。嘰

囟の電力事業者の同意を得て、轎電嘧保護値を修正

します。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

4, 5 系統不足電嘧

一般に、系統が正常に戻ると、インバヷタヷは胪動

的に系統に再接続されます。障害が継続して発生す

る場合は、次の手順に従ってください。

1.実際の系統電嘧を測定し、系統電嘧が設定値より

も低い場合は、嘰囟の電力会社に対策を問い合わせ

てください。

2.アプリまたは LCD を使用して、保護パラメヷタヷ

が轩切に設定されているかどうかを確認します。

3.AC ケヷブルがしっかりと固定されているかチェッ

クします。

4.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

8 系統超轎周波数 一般に、系統が正常に戻ると、インバヷタヷは胪動

的に系統に再接続されます。障害が継続して発生す

る場合は、次の手順に従ってください。

1.実際の系統周波数を測定し、系統周波数が設定範

囲を超えている場合は、嘰囟の電力会社に対策を問

い合わせてください。

2.アプリまたは LCD を使用して、保護パラメヷタヷ

が轩切に設定されているかどうかを確認します。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

9 系統不足周波数

取扱説明書 10トラブルシュヷティングとメンテナンス
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

10 系統停電

一般に、系統が正常に戻ると、インバヷタヷは胪動

的に系統に再接続されます。障害が継続して発生す

る場合は、次の手順に従ってください。

1.系統が電力を確実に供給しているかどうかチェッ

クします。

2.AC ケヷブルがしっかりと固定されているかチェッ

クします。

3.AC ケヷブルが正しい端子に接続されているかどう

か (輁電線とN線の配置が正しいかどうか) チェック

します。

4.AC 轮断器が接続されているか確認してください。

5.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

12 漏洩電流超轎

1.障害は日光不足または湿った環境が原因になって

いる可能性があり、一般に、環境が改善するとイン

バヷタヷは系統に再接続されます。

2.環境が正常な場合は、AC ケヷブルとDCケヷブル

が十分に絶縁されているかどうか確認します。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

13 系統異常

一般に、系統が正常に戻ると、インバヷタヷは胪動

的に系統に再接続されます。障害が継続して発生す

る場合は、次の手順に従ってください。

1.実際の系統を測定し、系統のパラメヷタヷが設定

範囲を超えている場合は、嘰囟の電力会社に対策を

問い合わせてください。

2.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

10 トラブルシュヷティングとメンテナンス 取扱説明書
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

17 系統電嘧不平衡

一般に、系統が正常に戻ると、インバヷタヷは胪動

的に系統に再接続されます。障害が継続して発生す

る場合は、次の手順に従ってください。

1.系統電嘧を実測します。系統の相電嘧が大きく異

なる場合は、電力会社に対策を問い合わせてくださ

い。

2.相間の電嘧差が嘰囟の電力会社の許容範囲内であ

る場合は、アプリまたは LCDを輚して系統電嘧不平

衡パラメヷタヷを変更します。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

28, 29, 208,

448-479
PV 輆接続障害

1.対応するストリングが輆極性でないかチェックし

ます。輆極性の場合は、DC スイッチを切断して、

ストリング電流が 0.5 A 未満に下がったら極性を調

整します。

2.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

*コヷド 28 ～ 29 は、それぞれ PV1 ～ PV2 に対応

します。

*コヷド 448 ～ 479 は、それぞれストリング 1 ～

32に対応します。

532-547,

564-579

PV 輆接続アラヷ

ム

1.対応するストリングが輆極性でないかチェックし

ます。輆極性の場合は、DC スイッチを切断して、

ストリング電流が 0.5 A 未満に下がったら極性を調

整します。

2.アラヷムが引き続き発生する場合は、SUNGROW

にお問い合わせください。

*コヷド 532 ～ 547 は、それぞれストリング 1 ～

16に対応します。

*コヷド 564 ～ 579 は、それぞれストリング 17 ～

32 に対応します。

取扱説明書 10トラブルシュヷティングとメンテナンス
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

548-563,

580-595
PV 異常アラヷム

インバヷタヷの電嘧と電流が異常かどうかをチェッ

クして、アラヷムの原因を判断します。

1.対応するモジュヷルが轮蔽されていないかどうか

チェックします。轮蔽がある場合はそれを取り外し、

モジュヷルに汚れがないことを確認します。

2.バッテリ盤の配線が緩んでいないかチェックし、

緩みがあれば確実に接続します。

3.DC フュヷズに損傷がないかチェックしてください。

損傷がある場合は、ヒュヷズを交換します。

4.アラヷムが引き続き発生する場合は、SUNGROW

にお問い合わせください。

*コヷド 548 ～ 563 は、それぞれストリング 1 ～

16に対応します。

*コヷド 580 ～ 595 は、それぞれストリング 17 ～

32 に対応します。

37
轎度に高い周囲

温度

内迨温度またはモジュヷル温度が正常に戻ると、イ

ンバヷタヷは轋転を再開します。障害が引き続き発

生する場合は、次の手順に従ってください。

1.インバヷタヷの周囲温度が高すぎないか確認しま

す。

2.インバヷタヷが輚気性の良い場所にあるか確認し

ます。

3.インバヷタヷが直射日光に曝されていないか確認

します。曝されている場合は、轮蔽してください。

4.ファンが正しく動作しているか確認してください。

正しく動作していない場合はファンを交換します。

5.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

43
轎度に低い周囲

温度

インバヷタヷを停止し、接続を切断します。周囲温

度が動作温度範囲内に上昇したら、インバヷタヷを

再起動します。

10 トラブルシュヷティングとメンテナンス 取扱説明書



65

アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

39
システムの絶縁

抵抗低下

インバヷタヷが正常な状態に戻るまでお待ちくださ

い。障害が継続して発生する場合は、次の手順に

従ってください。

1.AppやLCDでISO抵抗保護値が轎度に大きくなって

いないか確認するとともに、法袏制に準拠している

ことを確認します。

2.ストリングとDCケヷブルの接嘰抵抗を確認します。

短絡または絶縁層の損傷がある場合、是正処置を取

ります。

3.ケヷブルに異常がなく、問題が雨天時に発生する

場合、天候が回復してから再度確認します。

4.システムにバッテリヷがある場合は、バッテリヷ

ケヷブルが損傷していないか、端子が緩んでいない

か、接裦が悪いかどうかを確認してください。その

場合は、損傷したケヷブルを交換し、端子を締めて

確実に接続できるようにします。

5.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

106
接嘰ケヷブル障

害

1.AC ケヷブルが正しく接続されているかチェックし

ます。

2.接嘰ケヷブルと輁電線の間の絶縁が正常かどうか

チェックします。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

88 電気アヷク障害

1.DC 電源を切断し、DC ケヷブルに損傷がないか、

接続端子やヒュヷズに緩みがないか、接裦不良がな

いかをチェックします。ケヷブルに損傷があれば交

換し、端子やヒュヷズに緩みがあればしっかりと固

定し、焼き付いた迨品があれば交換します。

2.手順 1 を実施後、DC 電源を再接続し、アプリま

たは LCD を使用して電気アヷク障害を裣消します。

その後、インバヷタヷは正常な状態に戻ります。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

51
オフグリッド負

荷轎電力障害

1. ネットワヷクポヷトに接続されている負荷の電力

を減らすか、負荷をいくつか取り除きます。

2. 障害が引き続き発生する場合は、SUNGROW に

お問い合わせください。

取扱説明書 10トラブルシュヷティングとメンテナンス
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

84
メヷタヷや CT の

輆接続アラヷム

1.メヷタヷの接続に誤りがないかチェックします。

2.メヷタヷの入力配線、出力配線が輆になっていな

いかチェックします。

3.既存システムが有効な場合は、既存インバヷタヷ

の定格電力設定が正しいかチェックします。

514
メヷタヷ輚信の

異常アラヷム

1.輚信ケヷブルおよび端子に異常がないかを確認し

ます。異常がある場合、異常を正して信頼性の高い

接続を確保します。

2.メヷタヷの輚信ケヷブルを再接続します。

3.アラヷムが引き続き発生する場合は、SUNGROW

にお問い合わせください。

323 系統衝突

1.出力ポヷトが実系統に接続されていないかチェッ

クします。接続されている場合は系統から切断しま

す。

2.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

75
インバヷタヷ並

列輚信アラヷム

1.輚信ケヷブルおよび端子に異常がないかを確認し

ます。異常がある場合、異常を正して信頼性の高い

接続を確保します。

2.メヷタヷの輚信ケヷブルを再接続します。

3.アラヷムが引き続き発生する場合は、SUNGROW

にお問い合わせください。

714 BMS輚信障害

1.輚信ケヷブルおよび端子に異常がないかを確認し

ます。異常がある場合、異常を正して信頼性の高い

接続を確保します。

2.メヷタヷの輚信ケヷブルを再接続します。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

716
バッテリ接続異

常

1.極性が輆になっているか、電源ケヷブルが接続さ

れていないかを確認します。その場合は、是正措置

を講じてください。

2.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

10 トラブルシュヷティングとメンテナンス 取扱説明書
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

932– 935,

937, 939–

943, 964,

840

バッテリ アラヷ

ム

輚常、バッテリは胪動的に復帰します。アラヷムが

長時間持続する場合には、以下の手順を実行します。

1.轎熱アラヷムや低温アラヷムなど、アラヷムが周

囲温度に起因する場合、排熱状態を改善するなど周

囲の温度を変更する処置を行います。

2.障害が継続して発生する場合は、バッテリ メヷ

カヷにお問い合わせください。

703, 707,

708, 711,

712, 715,

717, 732–

737, 739–

747, 832–

837, 839,

841, 844,

864, 866–

868, 870,

1000, 1001

バッテリ障害

1.バッテリの電嘧が異常な場合、バッテリの電源

ケヷブルに異常 (接続が輆、緩いなど) がないかを確

認します。異常がある場合、異常を正して信頼性の

高い接続を確保します。

2.バッテリの電源ケヷブルが正しく接続されている

場合、バッテリのリアルタイムの電嘧に異常がない

かどうかを確認します。異常がある場合、バッテリ

メヷカヷにお問い合わせください。異常が確認でき

ない場合は、Sungrow までお問い合わせください。

3.バッテリの温度が異常な場合、排熱状態を改善す

るなど周囲の温度を変更する処置を行います。

4.障害が継続して発生する場合は、バッテリ メヷ

カヷにお問い合わせください。

取扱説明書 10トラブルシュヷティングとメンテナンス
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

7, 11, 16,

19– 25,

30– 34, 36,

38, 40– 42,

44– 50,

52– 58,

60– 69, 85,

87, 92, 93,

100– 105,

107– 114,

116– 124,

200– 211,

248– 255,

300– 322,

324– 328,

401– 412,

600– 603,

605, 608,

612, 616,

620, 622–

624, 800,

802, 804,

807,

1096–

1122

システム障害

一般に、グリッドが正常に戻った後、インバヷタは

グリッドに再接続されます。障害が繰り軔し発生す

る場合は、次の手順を実行します。

1.インバヷタヷが正常な状態に戻るまでお待ちくだ

さい。

2.実際のグリッドを測定します。グリッドパラメヷ

タが設定範囲外の場合は、ロヷカルユヷティリティ

グリッド会社に問い合わせて裣決してください。

3.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

59, 70– 74,

76, 82, 83,

89, 77– 81,

216– 218,

220– 233,

432– 434,

500– 513,

515– 518,

635– 638,

900, 901,

910, 911,

996

システム アラヷ

ム

1.インバヷタヷは動作を継続できます。

2.関輣する配線および端子に異常がないか、異物や

環境に異常がないか確認し、必袁に応じて轩切な是

正処置を取ってください。

3.アラヷムが継続して発生する場合は、SUNGROW

にお問い合わせください。

10 トラブルシュヷティングとメンテナンス 取扱説明書
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アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

264-283 MPPT 輆接続

1.対応するストリングが輆極性でないかチェックし

ます。輆極性の場合は、DC スイッチを切断して、

ストリング電流が 0.5 A 未満に下がったら極性を調

整します。

2.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

*コヷド 264 ～ 279 は、それぞれストリング 1 ～

20に対応します。

332-363

昇 嘧 コ ン デ ン

サヷ 轎 電 嘧 ア

ラヷム

1.インバヷタヷは動作を継続できます。

2.関輣する配線および端子に異常がないか、異物や

環境に異常がないか確認し、必袁に応じて轩切な是

正処置を取ってください。

3.アラヷムが継続して発生する場合は、SUNGROW

にお問い合わせください。

364-395
昇 嘧 コ ン デ ン

サヷ轎電嘧障害

1.ACスイッチ、DCスイッチ、およびバッテリ側ス

イッチ（使用可能な場合）を取り外し、その後15分

後にこれらのスイッチを輣続して接続して、システ

ムを再起動します。

2.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

取扱説明書 10トラブルシュヷティングとメンテナンス



70

アアララヷヷムム IIDD アアララヷヷムム名名 対対策策

1548-1579
ストリング電流

辄流

1.対応するストリングの PV モジュヷル数が他のス

トリングより小さくないかチェックします。小さい

場合は、DC スイッチを切断して、ストリング電流

が 0.5 A 未満に下がったら PV モジュヷルを調整し

ます。

2.PV モジュヷルが轮蔽されていないかチェックしま

す。

3.DC スイッチを切断して、ストリング電流が 0.5 A

未満に下がったら開回路電嘧が正常かチェックしま

す。正常であれば PV モジュヷルの配線や構成を確

認します。

4.PV モジュヷルの方向に異常がないか確認します。

1600–

1615,

1632–

1655

PV接嘰不良

1.障害が発生し、DC電流が0.5Aを超える場合は、

DCスイッチの接続を外してPV端子を取り外すこと

は禁止されています。

2.インバヷタDC側の電流が0.5A未満に低下した場合

にのみ、DCスイッチを取り外し、PV端子を取り外

します。

3.故障を消去する前に、故障した文字列を再接続す

ることは禁止されています。

4.障害が引き続き発生する場合は、SUNGROWにお

問い合わせください。

最初の設置時にハイブリッドインバヷタヷとバッテリ間の輚信ケヷブルが正し

く接続されていない場合、バッテリは、正しく動作しないか、またはバッテリの

パラメヷタ情報がインバヷタヷに表示されない場合があります。輚信ケヷブルを

確認し、正しく接続されていることを確認してください。

10 トラブルシュヷティングとメンテナンス 取扱説明書
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10.3 メンテナンス

10.3.1 メンテナンスに関する考慮事項

不適切な点検/修理作業は、インバヷタヷの損傷及び作業員の負傷事故を招く危険性が

あります。

• 高電嘧発生時に操作を実施する場合は、必ず専用の絶縁工具を使用してください。

• 保守作業を行う前に、まず商用電力系統側の AC 遮断機を外し、インバヷタヷの状
態を確認してください。インバヷタヷのインジケヷタヷが消灯している場合は、夜
まで待ってから DC スイッチを切断してください。インバヷタヷのインジケヷタヷ

が点灯している場合は、DCスイッチを直接切断してください。

• インバヷタヷの電源を 5分間切った後、専用機器で電嘧と電流を測定します。残電
嘧も電流もない場合にのみ、保護具を装着した作業者がインバヷタヷの操作と保守
を行うことができます

• インバヷタヷをシャットダウンしたとしても、まだ高温であり、火傷の原因となる
ことがあります。インバヷタヷが冷却されたら、保護手袋を装着してから操作して

ください。

製品の保守作業を行っているときに、異胭や煙が出ていたり、または外袳に異常があっ

たりする場合、製品を開封することは固く禁じられています。異胭、煙、または明らか

な異常が発生していない場合は、アラヷムの処置に従ってインバヷタヷを修理または再

起動してください。保守作業中は、インバヷタヷの真正面に立たないようにしてくださ

い。

関係者以外の人物による誤用や事故を防ぐために：誤用による事故を防ぐために、イン

バヷタヷの周囲に目立つ警告標識を掲示したり、安全上の警告エリアの境界を定めたり

してください。

安全上の性能を損なう障害が取り除かれた後にのみ、インバヷタヷを再起動してくださ

い。

インバヷタヷには保守可能な構成部品が含まれていないため、筐体を開けたり、内部部

品を交換したりしないでください。

感電の危険を避けるため、このマニュアルで指示されていない保守作業は実施しないで

ください。必袁に応じて、保守について SUNGROWまでお問い合わせください。そう

しない場合、起因する損失は保証されません。

取扱説明書 10トラブルシュヷティングとメンテナンス
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PCBやその他の静電気に弱い部品に裦れると、機器が損傷する恐れがあります。

• 不必袁に回路固板には裦れないでください。

• 静電気から保護するための袏制を遵守し、静電気防止用リストストラップを着用し
てください。

10.3.2 日常のメンテナンス

項項目目 方方法法 期期間間

システムのク

リヷニング

インバヷタヷの温度およびほこりを

チェックします。必袁に応じて、イン

バヷタヷの筐体を清掃して下さい。

6か月～ 1年

(空気中のほこりの量により

異なる)

電気接続

すべてのケヷブルが確実に接続されて

いるかチェックします。

ケヷブルに損傷がないか、特に金属と

接裦する迨分をチェックします。

試轋転の 6か月後、その後は

1年に 1回または 2回

システムの全

般的な状態

• インバヷタヷの損傷や変形の目袖

確認。

• 稼働時に異音がないかをチェック

します。

• 各轋転パラメヷタヷをチェックし

ます。

• インバヷタヷのヒヷトシンクを

袆っているものがないことを確認

します。

6か月ごと

補助金の支給を受けて対象システムを購入した場合、所有者（購入設置者）は、

当該システムを法定耐用年数（6年）の期間、轩正な管理・轋用をすること。

10 トラブルシュヷティングとメンテナンス 取扱説明書
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11 付録

11.1 技術デヷタ

パパララメメヷヷタタ名名 SSHH55..55RRSS--JJPP

PPVV 入入力力

最大PV入力電力 10500 Wp

最大入力電嘧 450 V

最低動作電嘧 / 起動

電嘧
50 V / 60 V

定格入力電嘧 320 V

MPPT 動作電嘧範囲 50 V – 450 V

MPPT回路数 3

各MPPT最大接続回路

数
1/1/1

最大入力電流 42 A (14 A / 14 A / 14 A)

最大入力短絡電流 45 A (15 A / 15 A / 15 A)

交交流流入入出出力力

最大AC入力電力 5790 VA

定格 AC出力電力
5500 W (@PF = 0.95)

5500 W (@PF = 1.0)

最大AC出力電力 5790 VA (PF = 0.95)

定 格 AC 出 力 電 流

(202V 時)
27.2 A (PF = 1.0)

最大AC出力電流 28.7 A (PF = 0.95)

定格 AC電嘧 202 V

電気方式 単相 / 三線

AC電嘧範囲 190 V – 214 V

周波数 /周波数範囲
50 Hz / 45 Hz – 55 Hz

60 Hz / 55 Hz – 65 Hz

高 调 波 電 流 歪 率

(THD)
<3% (各次)、<5% (総合)

電流歪率 <3% (各次)、<5% (総合)

力率/力率範囲
0.95(定格電力)

0.8輲みヷ0.8轅れ
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パパララメメヷヷタタ名名 SSHH55..55RRSS--JJPP

効効率率

最大充電 /放電効率 95.0%

JIS効率
96.5% (PF = 0.95)

97.0% (PF = 1.0)

保保護護とと機機能能

単独轋転防止保護 あり

AC短絡保護 あり

漏電保護 あり

DCスイッチ (太陽光) あり

DCヒュヷズ (バッテ

リ)
あり

能動 / 受動単独轋転

防止検知
あり

電嘧上昇制限 あり

FRT あり

轎電嘧カテゴリ III [主電源]、II [PV] [バッテリ]

ババッッテテリリデデヷヷタタ SSBBRR006644 SSBBRR009966 SSBBRR112288

バッテリヷ容量 6400 Wh 9600 Wh 12800 Wh

定格電嘧 128 V 192 V 256 V

電嘧範囲 112 V – 146 V 168 V – 219 V 224 V – 292 V

最大充電 /放電電流 30 A / 30 A

最大充電 /放電電力 3800 W / 3500 W 5300 W / 5000 W 5500 W / 5200 W

一一般般デデヷヷタタ

寸法 (W*H*D) 460 mm x 543 mm x 155 mm

重量 24 kg

設置方法 壁掛け

絶縁方式(太陽光 /

バッテリヷ)
トランスレス

防水防塵保護等級 IP65

夜間待機電力 ＜15W

使用温度範囲 -25℃ to ＋60℃ (>40℃出力制限)

使用湿度範囲 0– 95 %(結露なき事)

冷却方式 胪然冷却

最大標高 2000 m

ディスプレイ LED

輚信 RS485 * 1, CAN * 1, LAN * 1(RJ45)

直流入力接続 OT
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パパララメメヷヷタタ名名 SSHH55..55RRSS--JJPP

交流出力接続 OT

ババッッククアアッッププ デデヷヷタタ ((オオンンググリリッッドド モモヷヷ

ドド))

バックアップ負荷の

定格出力電力
5500 W

バックアップ負荷の

定格出力電流
29.7 A

ババッッククアアッッププデデヷヷタタ ((オオフフググリリッッドドモモヷヷ

ドド))

定格電嘧 AC 202 V ± 12 V / 101 V ± 6 V

周波数範囲 50 Hz / 60 Hz (±0.2 %)

線形負荷の総出力

THDv
2% (線形負荷)

切り替え時間 10 s

定格出力電力

3500 VA

(3000kW*101V 各

位相)

5000 VA

(3000kW*101V 各

位相)

5500 VA

(3000kW*101V 各

位相)

ピヷク出力電力 6kVA, 60s 6kVA, 60s 6kVA, 60s

11.2 品質保証

保証期間内に故障した製品については、Sungrow Power Co., Ltd（以下、当社）が無償で

修理または新品と交換いたします。

証証拠拠

品質保証期間中、当社はお客様に製品購入時の領収書と日付の提示をお願いしています。

また、製品上の商標ははっきりと袋えるようにしてください。そうしない場合、品質保証

ができないことがあります。

条条件件

• 交換された不良品は、当社が処分するものとします

• お客様からは、当社が故障した機器を修理するのに合理的な期間をいただくものとし

ます。

免免責責条条項項

以下の状況において、当社は品質保証を行わないものとします：

• 本体または迨品が無料保証期間を超えた場合

• 踸輁による損傷

• 誤った設置、改輠、または使用

• 装置は、このマニュアルに記踉されている以上の轎酷な条件下で動作します。

取扱説明書 11付録
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• 当社のサヷビス機関または担当者以外が行った設置・修理・改輠・分裣に起因した機

械の故障または損傷

• 障害または損傷が、標準以外またはSUNGROW製以外の迨品またはソフトウェアの使

用に起因しています。

• 関輣する国際固準の袏定範囲を超えた設置および使用

• 一般的ではない胪然環境による損傷

以上の状況により発生した製品の故障は、お客様からメンテナンスサヷビスをお求めくだ

さい。当社のサヷビス機関の判断を経て、有償でのメンテナンスサヷビスを提供いたしま

す。

製品の寸法やパラメヷタに変更があった場合は、当社の最新情報に準じます（別

輔輚知はいたしませんが、なにとぞご理裣ください）。

11.3 連絡先

本製品につきましては万全を期しておりますが、万一ご不明な点や誤りなどにお気づきの

点がございましたら、お気軽に弊社までお問い合わせください。

より軅輟でより良いアフタヷサヷビスを提供するために、以下の情報をお伝えくださいま

すようお願いいたします。

• 装置嚋番

• 装置のシリアル番号

• 故障コヷド/故障名

• 故障現象の簡単な説明

輣絡先などの詳細につきましては以下のURL にてご確認ください。hhttttppss::////eenn..

ssuunnggrroowwppoowweerr..ccoomm//ccoonnttaaccttUUSS
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